


























































The Effect of “Shoga” in Teaching Japanese Traditional Music
in the Workshops of  “Inuyama Kodomo Nagauta Club”
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場面 時間 指導者の発話、身振りを含めた動作 子どもの発話、表情、身振りを含めた動作
笛の比較を
問う
　
小鍛冶セリの
合方　Ａ
ＡＢ
Ａ
３分
５分
２分
２分
能管ってリコーダーと違う？
①・まずヒシギだけ吹いてみよう。
・「ヒーイ」としっかり最後まで吹
こう。
②Ａ「ヒャイトロ～ヒーイ」まで唱
歌を唱える。
③疲れたから唱歌を一緒に唱える
よ。三味線を弾きながら唱える。
①三味線を弾きながら唱える。
①では最後に１回吹くよ。構え方を
指導してから三味線を弾く。
「音階が違う」「ドレミがない」「能管で出す音はリコー
ダーではダメな音」「楽譜がそもそも違う」「五線の
音符じゃなくて数字で表す」など口ぐちに言う。全
く違うということをそれぞれ感じ、自分の言葉で表
現したがっている様子。
①・Ａちゃん指遣い忘れているが他はそれぞれ音を
出す。
・「ヒーイ」を丁寧に全員で吹く。
②息継ぎのため途切れて「ヒャイ　ト　ロ」となっ
ているがゆっくり丁寧に吹き込んでいる。
　一回通しただけで疲れる。
③しっかり唱えているが三味線と一緒のため音高差
がつき節のようになる。Ｋ君が「ヒーイ」のとこ
ろで、先生のように膝を２回打つ。しっかり２つ
の拍を感じている様子。
①Ｂのところはまだはっきりしていない所もあるが
つられながら唱える。
①少し改まった気持ちで吹こうとしている。全ての
音が全員吹けていないとは思うが、最後まであき
らめる様子もなく吹く。初めて通して吹けたので
嬉しそう。（写真⑤）
観察する点
ａ．唱歌の体験後、楽器の音をどのように感
じているか。
ｂ．唱歌を唱えることで何を感じとらせてい
るか。
分析及び考察
ａ．長い唱歌の練習の後に聴いた先生の能管
の音を「確かに」とつぶやく場面があった。
唱歌が笛の音にぴったり合っていることに
子供が反応し、集中する所である。言葉で
唱えていたことが楽器の音になる意外性を
感じ、唱えていた言葉に笛の音が似ている
ことを次第に認識していき驚く様子を観察
できる。
ｂ．唱歌をとなえた後、「ヒャイトロ」と歌口
の部分に口をつけて唱えている姿が見られ
た。先生の「唱歌の通り吹けば出来上がり」
という言葉に反応した行動である。楽器に
しゃべらせるということを子供らしく単純
に受け取った何気ない行動ではあるものの、
そこには音楽の指導において大変高度なレ
ベルの指導を自然に行ったことがいえる。
楽器に歌わせる、しゃべらせるという音楽
の表現は、最低条件でありながらも技巧的
な問題を重視するなど、その指導は後回し
にされることが多い。しかし、唱歌の模倣
を繰り返すのみの指導により、それを特別
な説明もなしに子供に感じ取らせることが
できる。
稽古方法
　唱歌をＡ～Ｇまで唱える。そのあとにＡＢ
を能管で吹く。　
― 62 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第15号
観察する点
ｃ．音はどのように表現されているか。
ｄ．音は出ているか。
分析及び考察
ｃ．唱歌をしゃべるという表現が、つたない
ながらに感じられる演奏である。息が効率
よく能管の音にならないため息継ぎも多い
が、「ヒャイ」という言葉のつながりの部分
では息継ぎは不自然と感じるようで唱歌を
似せる工夫が見られた。またヒシギの音は、
唱歌の練習の時に繰り返したように「ヒー
イ」の「イ」までしっかり表現されていた。
ｄ．全員がすべての音をしっかり出せていな
い様子で、息が充分に音にならず漏れてい
た。だが全員で演奏すれば音楽の大きな流
れは切れることもなく、唱歌の表現がしっ
かりできている。全員で一緒に音を出すと
自分の音がどの程度出ているか判別できな
いためか、充分に音が出ていなくても「で
きた」という満足感が見られる。一見子ど
もらしい無邪気な様子と見受けられるが、
それは唱歌の体感からくる反応とも見るこ
とができる。音楽そのものを表現する唱歌
の場合、身体に感じる音楽の度合が唱歌を
伴わない音楽に比べて多いことを意味する
結果だと考えられる。唱歌を唱える感覚は、
「息を出すタイミング」「息の圧力などの奏
法の感覚に非常に似ている。この類似点が
もたらしたことが関係すると言える。
２－３　考察
　音楽そのものを表現する唱歌を指導者が唱
えることで音楽の全体を感じとり、模倣を繰
り返すことで体に取り込む。その後「唱歌を
唱えるように楽器を奏し、表現する」という
指導を行った。唱歌を用いる伝統的な指導を
通して、子どもたちはどのような演奏をして、
子どもの中に何が芽生えたかを積極的に捉え
分析する。
　まず唱歌を子どもは早口言葉のように楽し
みながら覚え、ごろの良い部分を鋭い遊びの
感覚で見つけ習得していく様子が見られた。
すなわち、笑いや洒落のセンスは古典のもの
でも子どもたちに充分理解できる能力が備
わっていることを感じる。日本語の延長線に
唱歌を感じ、唱歌の延長線に日本音楽を感じ
る。つまり「日本語のように音楽を表現する
こと」「日本の伝統音楽を日本語として聴く
耳が育つこと」が唱歌からなる指導の結果で
ある。
　流暢に話す言葉の音楽であれば簡単に理解
できることが、言葉の感覚を持たない音楽の
理解となれば自然には習得できない。知識や
写真⑤
― 63 ―
日本の伝統音楽の指導における唱
しょうが
歌の有効性
訓練で補い理解できることも当然あるわけだ
が、演奏上で自然に表現することを考慮した
場合、自国の音楽に比べ乗り越えねばならな
いハードルが非常に多い。しかし唱歌は日本
語以外に代用できない表現法であるため、言
葉の感覚が直接音楽に活かすことができ、ま
たこのことは西洋の音楽との混同を防ぐこと
に繋がる。
　幼少期の唱歌からなる伝統音楽の体験は継
承にとどまらず、音楽と言葉の密接な関係を
自然に習得することにある。さらに世界の未
体験の音楽に触れる際、その音楽がもつ言葉
的な感覚を捉え理解を深めることに繋ぐこと
ができると考える。まだ楽器の演奏が乏しい
子どもであっても、唱歌の体験によって目標
とする高度なレベルの音楽を体感する。これ
は、最初から音楽を丸ごと体験する、無駄の
ない優れた指導法であると確信している。（文
責：山田）
３．本実践から学ぶもの
　学校教育における日本の伝統音楽の指導に
ついて唱歌を取り上げた実践例や先行研究３）
はこれまでにもいくつか散見されるが、教師
が唱歌を音楽そのものとしてとらえているか、
またそのような認識が重要であることについ
ては言及されていない。
　伝統的な音楽における日本の楽譜の役割と
特徴について、薦田４）は「日本では、音楽作
品の規範は楽譜ではなく、師匠の演奏そのも
のにあると考えている。その意味では日本の
楽譜が演奏に与える拘束力は、西洋音楽の場
合ほど強くなく、口頭伝承の役割が大きい。」
として、器楽を伝える場面では「唱歌（口唱
歌とも」といって、楽器の音の口真似がよく
使われる。と述べている。そして唱歌譜を口
で唱えられる楽譜とも言い換えており、「唱歌
は、演奏者がある程度その音楽様式を身につ
けていれば、旋律やリズムだけでなく、奏法
や装飾音、息遣い、強弱などさまざまな情報
を伝えることができる。伝承の場で楽器を手
にする前に唱歌を徹底的に学ばせる種目も少
なくない。」と解説している。
　唱歌は日本語の音韻によるものであり、２
の実践で山田が観察・分析しているように、
子どもは唱歌のごろのよさを面白いと感じて、
言葉遊びのようにとらえ習得している。唱歌
だけ模倣する場面でも、太鼓を打つ動作が自
然につながっているのである。このようなと
らえや表現がでてきたのは、指導者が唱歌を
音楽そのものとして表現しており、指導者の
声の調子や動作など、にじみ出てくるものす
べてをそのまま子どもが自分の身体に取り込
むという体験の質がもたらしたものと考える。
では、はたしてこのような指導は専門家でな
ければできないことなのだろうか。「伝承の
場で楽器を手にする前に唱歌を徹底的に学ば
せる」例として、雅楽のそれぞれの楽器の伝
承など専門的な音楽のほかに、地域の祭囃子
や郷土芸能でも指導者が笛や太鼓の唱歌を通
して子どもや若者に伝えることが知られてい
る。伝承されてきたそれぞれの楽器の唱歌は
それぞれの音楽そのものを表しているもので
あり、それでしか伝えられないものとして唱
歌が位置づいていると考える。学校教育にお
いても、教師が唱歌について、唱歌は、楽器
の音色、奏法だけでなく音程、節、速さ、間、
掛け声など総合的に含まれている音楽そのも
のであることを踏まえ、唱歌をしっかり唱え
ることが日本の音楽を体験することになると
いうことを理解していれば十分に指導できる
ものと考える。なにより、唱歌は日本語の音
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韻であり教師自身が自然体でできるもののは
ずである。
授業形態の視点から
　伝統的な稽古の方法は、師匠と弟子の一対
一で行われるが、２の実践ではごくふつうの
子どもたちが小集団で稽古を受けている。こ
れをごく小規模クラスの授業と置き換えると、
通常の授業形態で取り組むことが可能である
といえる。また、稽古時間は締太鼓も能管も
それぞれにつき１回15分と、年少の子どもの
集中力が続く範囲で無理なく行われている。
このことから、授業時数の限られた学校現場
でも十分に取り組めることがわかる。
教材の視点から
　２の実践では伝統的な長唄作品そのものを
取り上げている。締太鼓の手組「くせ」は伝
統的な型であり、能管の「セリの合方」もよ
く手ほどきとして用いられるもので長さも適
度である。また子どもたちは「くせ」の稽古
の前に長唄「雛鶴三番叟」の唄を経験してお
り、「セリの合方」の稽古の前には同一作品で
締太鼓を経験している。長唄は、唄、三味線、
囃子の総体がひとつの音楽を形成するもので
あるので、一つの作品の複数のパートを体験
することは、音楽全体の在り方を理解するの
に有効である。このことについては寺田５）の
これまでの実践からも述べることができる。
教材について山田６）は、日本の伝統音楽の場
合は特に、その固有性をはっきり認識して指
導に当たらなければならないとして、文化の
様式が凝縮したような楽曲を選ぶことが先決
であると主張している。これまでによく聞か
れた「さくら」の次に何をすればよいかとい
う教材についての現場の戸惑いが今でもある
のではないかと思われるが、２の子どもの姿
が求める方向性を示していると考える。
４．考　察
　２の実践①で、子どもが掛け声と一緒に唱
歌をしっかり唱えながら締太鼓を打つ様子や、
実践②で唱歌を唱えた後、能管の歌口の部分
に口をつけて「ヒャイトロ」と唱えている姿
は、「楽器にしゃべらせる」「唱歌の通り吹け
ばできあがり」という指導者の言葉に素直に
反応した子どもらしい自然な姿であろう。寺
田のこれまでの授業実践においても、高校生
も大学生も唱歌を唱えた後でその楽器の演奏
を聴かせると「本当にそう聞こえる」と目を
輝かせ、面白そうに唱えながら動作する姿が
よく見られた。唱歌を唱えることで日本の音
楽を聴く耳が開かれ、聴き方がわかるように
なっていくのである。そしてそれは歌舞伎の
鑑賞など日本の伝統芸能を理解することにも
つながるものと考える。日本の風土、文化、
日本語の持つ特性が音楽に作用し特有の味わ
いを生み出していることから、特に言語形成
期の幼少期に日本語の音韻や語感に対する感
性を育てることは重要であり、日本の音楽の
理解にもつながっていくものと考える。寺田
の実践で、高校生は長唄の唄と三味線の唱歌
を合わせて「あっていないようであってい
る。」と捉え、唄、三味線、囃子の総体を「指
揮者のいない音楽」のあり方として、ドレミ
による音楽のあり方とは異なるものであるこ
とをしっかりとらえていた。日本の伝統音楽
のよさや価値に気づくことは、他の異なる様
式の音楽をも受容し理解しようとする態度を
育てることにつながる。
　生活も洋式化し、日常生活の中で地域の音
楽や伝統行事に触れる機会も少なくなってい
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る現在であるが、子どもたちに内在している
であろう日本的な感性を目覚めさせ、引き出
すためにも、学校教育の中で伝統音楽を取り
上げ体験させたい。
　デューイはその著の中で「重要なことは、
もたれる経験の「質」にかかっている。」と
して「質的経験を整えることこそ、教育者に
課せられた仕事なのである。」と述べている。
　唱歌は日本の音楽そのものにつながり、唱
歌をしっかり唱えることが日本の音楽を体験
することにつながるということの認識の重要
性を主張し、伝統音楽の学習の目指す方向性
についての考察としたい。（文責：寺田）
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